
 【スペシャルオリンピックス、知ってますか】 
 平成 30 年 3 月 1 日、長谷川会長、児山副会長、池田の３名で、「2018 年第 7 回スペシャ

ルオリンピックス日本夏季ナショナルゲーム・愛知」 実行委員会事務局を訪問してきまし

た。 
 事務局長の 八塚奈保子様と面会し、スペシャルオリンピックスに対する鍼灸ボランティ

ア活動について協議をしてきました。 
 八塚事務局長から、「スペシャルオリンピックス」の概要、及び「ボランティア活動」に

ついて熱心な説明をしていただきました。 
 
（2018 年第 7 回スペシャルオリンピックス日本夏期大会について） 
 「スペシャルオリンピックス」とは、健常者の「オリンピック」、身体障害者の「パラリ

ンピック」と並ぶ、知的障害の人たちのスポーツの祭典です。「オリンピック」と同じよう

に４年毎に夏期と冬期があり、その間に日本大会が開催されます。今年は、日本の夏季大

会が愛知県で開催される事になりました。 
 「スペシャルオリンピックス」では、性別・年齢・スポーツのレベルを問わず、共に成

長し、共に楽しむ、そしてその経験を分かち合うことが重要と考えているそうです。 
 障害者の成長に、スポーツは大きなプラスになり、また、スポーツを通じて知的障害の

ある人たちと健常者が共に活動することは、両者にとって大きなプラスになるとの事です。 
 
開催日程  2018 年 9 月 22 日（土）～24 日（月・祝）3 日間 

開催地    愛知県内各所 （名古屋市、豊田市、刈谷市、日進市、大治町を予定） 

参加者数  約 16,400 名 

アスリート / 約 1,000 名 、 役員・コーチ / 約 550 名、  大会役員・審判 / 約 350 名、 

ボランティア / のべ約 4,500 名、  観客 / のべ約 10,000 名。 

実施競技（予定）／13 競技 

競泳・陸上競技・バドミントン・バスケットボール・ボウリング・馬術・サッカー・ゴルフ・体操競技 

卓球・テニス・バレーボール・フライングディスク 

 
（ボランティア活動について） 
 「ボランティア」とは、恵まれない人や障害のある人のために行う奉仕・慈善活動とい

う認識で「～をしてあげる」という奉仕感・使命感だと思われていますが、しかしそれは

ほんとうのボランティアとは違うとの事です。 
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